
教 員 採 用 選 考 の 工 夫 改 善 ～ 優 秀 な 人 材 確 保 に 向 け た 見 直 し ～

Ｈ２８教員採用選考（Ｈ２７年度）

１．中学校・中学部、高校・高等部で併願募集(一部教科)

２．高校・高等部の「地歴」「公民」の資格要件を変更

○ 支援学校及び中高の優秀な人材を確保するため、中高両校種の免許保有
者には、中学校・中学部と高校・高等部の併願可とする。
なお、募集する教科は、支援学校の不本意配置の状況や筆答・実技の結果
(中・高の差)等を踏まえ、「国語」「数学」「英語」「音楽」「美術」「家庭」とする。

3．社会人経験対象の選考区分の対象要件を緩和

○ 派遣社員や任期付社員を受験対象とする。
<参考>東京都、愛知県の社会人の対象は「常勤の職」

4. 受験者確保に向けた広報（ＰＲ）活動

○ 「地歴」「公民」の担当教員を効率的に配置できるよう、両免許の保有を受験
の資格要件に変更する。 ＊募集表記案‥「地理歴史(日本史、世界史、地理)・公民(政治経済)」

○ 合格者の多い大学、確保困難な教科の課程認定大学を訪問。
若手教員(OB，OG)の協力を得て、教員のやりがいなど実体験に基づいた教
員の魅力を発信。

○ PR動画(現在、小、高の一日を紹介)に中学、支援学校を追加。
○ 受験説明会（大阪、東京、名古屋、岡山を予定）、大学の教職担当者向けの
説明会を実施。[既実施]

○ 教員採用選考、教員チャレンジテストや教志セミナー等の教員志願向けの
取り組みをウェブページやメルマガで配信。[既実施]

１．特別支援学校の新規採用者は、「中学校・中学部」、「高校・高等部」
の括りで、中学、高校と一括で募集しており、不本意配置(高校希望者が
高等部等)のケースが生じていた。
今年度、支援学校希望の有無別に選考し、希望者の合格ラインを下げ、
不本意配置を削減。しかしながら、一部校種教科で希望者の確保がなお
困難な状況がある。

・ 中・高の合格最低点が大きく乖離する教科有。

２．高校・高等部（社会）は、「地歴（日本史、世界史、地理）」と「公民（政
治経済）の科目区分で募集しているが、授業時数の少ない「公民」の教
員配 置に非効率が生じている。

３．社会人経験対象の選考区分の受験要件は「法人格を有する会社等の
正規職員（雇用期限の定めがない）」としているが、近年の雇用形態の多
様化(契約社員、派遣社員者等)に対応する必要がある。
※H26.9教育常任委員会 笹川G(維新)質問

４．他府県に比し低倍率。特に小学校や中学校中学部技術、家庭など採
用困難教科の受験者の確保が必要。

現状・課題

H26.11.27
教育長 説明資料



Ｈ２９教員採用選考（Ｈ２８年度）に実施予定

◇ 一次選考の選考方法等の改正

【現状・課題】
○ 一次選考において、人物重視の観点から全受験者に面接(H14教採～小学校、小学部 H16教採～全校種)を行い、筆答テストと合わせ合否決定。
日程(7月の土日に一次実施)や面接員、運営員等の運営体制から、集団面接（30分/6人→1人5分程度）により実施。

○ 現状の集団面接の課題
・公平性の観点から全員に同じ質問となり、また、プライバシー保護の観点から質問内容に制約あり。
・質問の流れが構築しにくい。(全員に答えさせてから次の質問)
・1人5分と時間が短い。

○ 時間をかけて個人面接をするには、面接員が増加し、面接員の質低下。

○ 一次選考の面接を人物重視を徹底するため、集団面接から個人面接に変更。一人当たり面接時間を5分から10分に拡大。
選考方法や日程等の選考の大枠を変更。

○ 面接員の質(=面接の質)を低下させぬよう、筆答テスト(択一式)で一次(個人面接)受験者を絞り込み。
○ 筆答テストでの絞り込みラインは、競争倍率、筆答テストの成績と合格率(一次最終)の関連性等を踏まえ、校種・教科毎に設定。
・選考方法： (現行) 面接及び筆答テストの合計得点により合否判定

(改正) 一次選考を2段階で実施
<1段階>筆答テストの得点により面接対象者を決定
<2段階>上記対象者に個人面接(1人10分)を実施し、筆答テストとの合計得点で合否判定。

※H28教採(27年度)において、特別選考区分の受験者(一次は面接のみ、筆答免除)には、個人面接実施。

・試験日程： (現行) 面接テスト‥7月中～下旬の土日祝、 筆答テスト‥7月最終日曜日
(改正) 筆答テスト‥7月第一日曜日、 面接テスト‥7月下旬の土日

○ 特選の廃止(身障特選、現職特選、大学院進学特選を除く)
○ 講師経験等を加点(特支免保有につき既実施)

・人物重視の観点からの一次、二次の複
数回の面接実施は、現行と変更なし。

・集団面接の課題を踏まえ、人物がより
見極めやすい個人面接に変更する。

面接 筆答 面接 筆答 筆答　(第一段階) 面接　(第二段階)

実施日 7/12(他府県)・7/19～21(大阪) 7/27(大阪) 7月　第１土又は日 7月下旬の土日祝

対象校種等
全校種等

(一般選考区分)
筆答合格者＋特別選考区分

一般：集団(6人・30分)/2人 一般：集団(6人・30分)/2人 一般：個人面接10分/2人

特選：集団(6人・40分)/3人 特選：個人面接(10分)/2人 特選：個人面接(10分)/2人

内容
教職教養

30問択一・90分
教職教養

30問択一・90分
教職教養

30問択一・90分

現行(H27教採) H28教採(案) H29教採(案)

H27教採と同時期

全校種等　　　　　*7/12の他府県除く H27教採と同じ


